
SDGs（持続可能な開発目標）達成に向けた世界中のとりくみが2016年にス
タートしてから7年目を迎えます。国連や各国政府に限らず、企業やNGO/NPOも、
それぞれの得意分野で多くの実践を行ってきました。また私たち一人一人も、
日常生活のなかでSDGsを意識した生活を送るようになりました。
しかし、こうしたさまざまな取り組みがあるにもかかわらず、
私たちの地球社会は多くの問題をかかえたままです。

第１部：JICA東京2021年度教員のためのSDGs研修報告会

2022年2月13日(日)10:00～16:45(9:45受付)

SDGs×アクション SDGs×つながり
SDGs:誰ひとり取り残さない

グローバルセミナー2022

【問合せ】 JICA埼玉デスク 矢田部 建佑：jicadpd-desk-saitamaken@jica.go.jp
【申込】 右の申し込みQRコードにて(氏名・市区町村・参加の部・参加形態)→→→→→→→→
【場所】 コーププラザ浦和 (裏面ページの地図参照)
【対象】 関心のある方どなたでも！！
【定員】 会場：先着50名、オンライン：50名
【主催】 特定非営利活動法人 埼玉NGOネットワーク、国際協力機構 東京センター(JICA東京)
【後援】 埼玉県、公益財団法人 埼玉県国際交流協会、埼玉県教育委員会、さいたま市

生活協同組合コープみらい埼玉県本部

午後の部：１３：００～１６：４５

より深く、より広く「誰ひとり取り残さない」ために、地球

環境問題へのとりくみ/多文化共生/多様性の尊重/海外協力/

地域での実践などをテーマに、パネルディスカッションや参

加者全員によるグループワークなどを通して、みずから

“アクション”を起こすきっかけづくりをしませんか？

午前の部：１０：００～１２：００

“SDGs、多文化共生、防災教育”についての学校現場での

研修、またその実践経験を埼玉県内の先生方に発表しても

らいます。学校教員のみならず、学校や地域での

実践に関心のあるみなさんの参加を歓迎します。

第２部：パネルディスカッション&グループワーク
～いま私たちができることを考えよう、そして行動へ～



プログラム

◇全体開会あいさつ/ JICA東京
・須賀 与恵 (川口市立小谷場中学校/数学)
・吉田 大祐 (埼玉県立鳩ヶ谷高等学校/地歴)
・牛坂 留都 (埼玉県立常盤高等学校/母性看護)
・宮田 千尋 (埼玉県立上尾かしの木特別支援学校/全科)
◇JICA東京教員のためのSDGs研修アドバイザーよりコメント
・佐藤 真久 (東京都市大学/教授)

-昼休み- 12:00～13:00

◇アイスブレイク
全体ファシリテーター/福田 訓久（メディア総研教育グループ長/拓殖大学国際学部講師）

◇基調発題『SDGsー“学び”から“アクション”へ』
中口 毅博（芝浦工業大学/教授）

◇パネルディスカッション
（1）多文化共生、在住外国人支援・交流、日本語・生活支援など

『～ベトナム人から見た国内課題や外国人支援について～』
マリア・レ・ティ・ラン (川口カトリック教会/シスター)

（2）学校におけるSDGsの活動
『～大東小とSDGsアクションプランの交流へ～』

小代 美智子 (さいたま市立道祖土小学校/教諭）

（3）地球環境問題と企業の取り組み
『～子どもの声を生かした製品づくり～』

大村 貴志 (森乳業株式会社/営業本部次長)

（4）海外協力の現場から、私たちの地域につなげる
『～バングラディッシュでの協力活動を通して～』

筒井 哲朗 (シェア・ザ・プラネット/代表理事)とシェア・インターンの大学生たち

◇グループワークと発表、まとめ

◇閉会あいさつ/ 埼玉NGOネットワーク

【午前の部】10：00～12：00
JICA東京2021年度教員のためのSDGs研修報告発表会

【午後の部】13：00～16：45
パネルディスカッション&グループワーク
いま私たちができることを考えよう、そして行動へ～

ぜひご参加ください！！

身近にできる
アクションって？


